
別
表
第
三
生
活
衛
生
同
業
組
合
（
組
合
員
に
出
資
を
さ
せ
る
も
の
に
限
る
。）か
ら
生
活
衛
生
同
業
小
組
合
ま
で
の

項
を
削
り
、
同
表
水
産
加
工
業
協
同
組
合
及
び
水
産
加
工
業
協
同
組
合
連
合
会
の
項
の
次
に
次
の
よ
う
に
加
え
る
。

生
活
衛
生
同
業
組
合
（
組
合
員
に
出
資
を
さ
せ
る
も
の
に
限

る
。）

生
活
衛
生
関
係
営
業
の
運
営
の
適
正
化
及

び
振
興
に
関
す
る
法
律

生
活
衛
生
同
業
組
合
連
合
会
（
会
員
に
出
資
を
さ
せ
る
も
の
に

限
る
。）

生
活
衛
生
同
業
小
組
合

別
表
第
三
に
次
の
よ
う
に
加
え
る
。

労
働
者
協
同
組
合
連
合
会

労
働
者
協
同
組
合
法
（
令
和
二
年
法
律
第

七
十
八
号
）

令和年月日 木曜日 (号外特第号)官 報

（
令
和
二
年
改
正
前
法
人
税
法
の
一
部
改
正
）

第
三
条

所
得
税
法
等
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
（
令
和
二
年
法
律
第
八
号
。
以
下
「
令
和
二
年
改
正
法
」
と
い
う
。）

附
則
第
十
四
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
な
お
そ
の
効
力
を
有
す
る
も
の
と
さ
れ
る
令
和
二
年
改
正
法
第
三
条
の
規
定

に
よ
る
改
正
前
の
法
人
税
法
（
以
下
「
令
和
二
年
改
正
前
法
人
税
法
」と
い
う
。）の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
二
十
六
条
第
一
項
第
二
号
中
「
第
五
十
五
条
第
三
項
」
を
「
第
五
十
五
条
第
四
項
」
に
改
め
、
同
条
第
六
項
中

「
第
五
十
五
条
第
四
項
」
を
「
第
五
十
五
条
第
五
項
」
に
改
め
る
。

第
三
十
八
条
第
一
項
第
二
号
及
び
第
五
号
中
「
第
十
九
条
第
四
項
第
三
号
ハ
」
を「
第
十
九
条
第
四
項
第
二
号
ハ
」

に
改
め
る
。

第
四
十
二
条
第
一
項
中
「
も
の
（
」
の
下
に
「
以
下
」
を
加
え
、「
受
け
、
当
該
事
業
年
度
に
お
い
て
そ
の
国
庫
補

助
金
等
を
も
つ
て
そ
の
交
付
の
目
的
に
適
合
し
た
固
定
資
産
の
取
得
又
は
改
良
を
し
た
」
を
「
受
け
た
」
に
、「
そ
の

固
定
資
産
に
つ
き
、」を
「
当
該
事
業
年
度
終
了
の
時
ま
で
に
取
得
又
は
改
良
を
し
た
そ
の
交
付
の
目
的
に
適
合
し
た

固
定
資
産
に
つ
き
、
当
該
事
業
年
度
に
お
い
て
」
に
、「
取
得
又
は
改
良
に
充
て
た
」
を
「
交
付
を
受
け
た
」に
改
め
、

「
金
額
（
」
の
下
に
「
そ
の
固
定
資
産
が
当
該
事
業
年
度
前
の
各
事
業
年
度
に
お
い
て
取
得
又
は
改
良
を
し
た
減
価

償
却
資
産
で
あ
る
場
合
に
は
、
当
該
国
庫
補
助
金
等
の
額
を
基
礎
と
し
て
政
令
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
計
算
し
た

金
額
。」を
加
え
、
同
条
第
二
項
中
「
つ
き
、」の
下
に
「
当
該
事
業
年
度
に
お
い
て
」
を
加
え
、
同
条
第
五
項
中
「
国

庫
補
助
金
等
（
」
を
「
当
該
適
格
分
割
等
の
直
前
の
時
ま
で
に
取
得
又
は
改
良
を
し
た
固
定
資
産
（
」
に
、「
適
格
分

割
等
の
直
前
」
を
「
直
前
」
に
改
め
、「
も
の
に
限
る
。）を
も
つ
て
取
得
又
は
改
良
を
し
た
固
定
資
産
（
当
該
」
及
び

「
。
以
下
こ
の
項
に
お
い
て
同
じ
」
を
削
り
、「
そ
の
取
得
又
は
改
良
に
充
て
た
国
庫
補
助
金
等
の
額
」
を
「
当
該
事

業
年
度
に
お
い
て
第
一
項
に
規
定
す
る
圧
縮
限
度
額
」
に
、「
当
該
減
額
し
た
」
を
「
そ
の
減
額
し
た
」
に
改
め
、
同

条
第
六
項
中
「
。
以
下
こ
の
項
に
お
い
て
同
じ
」
を
削
り
、「
つ
き
、」の
下
に
「
当
該
事
業
年
度
に
お
い
て
」を
加
え
、

「
当
該
減
額
し
た
」
を
「
そ
の
減
額
し
た
」
に
改
め
る
。

第
四
十
七
条
第
一
項
中
「
受
け
、
当
該
事
業
年
度
に
お
い
て
そ
の
保
険
金
等
を
も
つ
て
そ
の
滅
失
を
し
た
所
有
固

定
資
産
に
代
替
す
る
同
一
種
類
の
固
定
資
産
（
以
下
こ
の
条
に
お
い
て
「
代
替
資
産
」
と
い
う
。）の
」
を
「
受
け
た

場
合
に
お
い
て
、
当
該
事
業
年
度
終
了
の
時
ま
で
に
」
に
、「
以
下
こ
の
項
及
び
第
五
項
」
を
「
第
五
項
」
に
、「
し
、

又
は
そ
の
損
壊
を
し
た
所
有
固
定
資
産
若
し
く
は
代
替
資
産
と
な
る
べ
き
資
産
の
改
良
を
し
た
場
合
に
お
い
て
、
こ

れ
ら
の
固
定
資
産
に
つ
き
、」を
「
し
た
代
替
資
産
（
そ
の
所
有
固
定
資
産
に
代
替
す
る
同
一
種
類
の
固
定
資
産
を
い

う
。
以
下
こ
の
条
に
お
い
て
同
じ
。）又
は
当
該
事
業
年
度
終
了
の
時
ま
で
に
改
良
を
し
た
損
壊
資
産
等
（
そ
の
損
壊

を
し
た
所
有
固
定
資
産
又
は
代
替
資
産
と
な
る
べ
き
資
産
を
い
う
。
第
五
項
に
お
い
て
同
じ
。）に
つ
き
、
当
該
事
業

年
度
に
お
い
て
」
に
、「
取
得
又
は
改
良
に
充
て
た
」
を
「
支
払
を
受
け
た
」
に
改
め
、
同
条
第
二
項
中
「
つ
き
、」の

下
に
「
当
該
事
業
年
度
に
お
い
て
」
を
加
え
、
同
条
第
五
項
中
「
）
に
よ
り
」
の
下
に
「
当
該
適
格
分
割
等
の
直
前

の
時
ま
で
に
取
得
又
は
改
良
を
し
た
」
を
加
え
、「
適
格
分
割
等
の
直
前
」
を
「
直
前
」
に
、「
、
所
有
固
定
資
産
の
滅

失
若
し
く
は
損
壊
に
よ
り
保
険
金
等
の
支
払
を
受
け
、
か
つ
、
当
該
保
険
金
等
を
も
つ
て
取
得
を
し
た
代
替
資
産
又

は
当
該
期
間
内
に
、
当
該
滅
失
若
し
く
は
損
壊
に
よ
り
保
険
金
等
の
支
払
を
受
け
、
か
つ
、
当
該
保
険
金
等
を
も
つ

て
改
良
を
し
た
損
壊
し
た
所
有
固
定
資
産
若
し
く
は
代
替
資
産
と
な
る
べ
き
資
産
」
を
「
所
有
固
定
資
産
の
滅
失
又

は
損
壊
に
よ
り
保
険
金
等
の
支
払
を
受
け
た
場
合
に
お
け
る
そ
の
滅
失
又
は
損
壊
に
係
る
代
替
資
産
又
は
損
壊
資
産

等
」
に
改
め
、「
。
以
下
こ
の
項
に
お
い
て
同
じ
」
を
削
り
、「
つ
き
、」の
下
に
「
当
該
事
業
年
度
に
お
い
て
」を
加
え
、

「
当
該
減
額
し
た
」
を
「
そ
の
減
額
し
た
」
に
改
め
、
同
条
第
六
項
中
「
。
以
下
こ
の
項
に
お
い
て
同
じ
」を
削
り
、

「
つ
き
、」の
下
に
「
当
該
事
業
年
度
に
お
い
て
」
を
加
え
、「
当
該
減
額
し
た
」
を
「
そ
の
減
額
し
た
」
に
改
め
る
。

第
四
十
五
条
第
一
項
中
「
受
け
、
当
該
事
業
年
度
に
お
い
て
そ
の
金
銭
又
は
資
材
を
も
つ
て
そ
の
施
設
を
構
成
す

る
固
定
資
産
を
取
得
し
た
場
合
に
お
い
て
、
そ
の
」
を
「
受
け
た
場
合
に
お
い
て
、
当
該
事
業
年
度
終
了
の
時
ま
で

に
取
得
し
た
そ
の
施
設
を
構
成
す
る
」
に
改
め
、「
つ
き
、」の
下
に
「
当
該
事
業
年
度
に
お
い
て
」
を
加
え
、「
又
は
資

材
の
価
額
に
相
当
す
る
金
額
（
」
を
「
若
し
く
は
資
材
の
価
額
の
う
ち
そ
の
固
定
資
産
の
取
得
に
要
し
た
金
額
に
達

す
る
ま
で
の
金
額
（
そ
の
固
定
資
産
が
当
該
事
業
年
度
前
の
各
事
業
年
度
に
お
い
て
取
得
し
た
減
価
償
却
資
産
で
あ

る
場
合
に
は
、
当
該
金
額
を
基
礎
と
し
て
政
令
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
計
算
し
た
金
額
。」に
改
め
、
同
条
第
二
項

中
「
つ
き
、」の
下
に
「
当
該
事
業
年
度
に
お
い
て
」
を
加
え
、
同
条
第
五
項
中
「
よ
り
」
の
下
に
「
当
該
適
格
分
割

等
の
直
前
の
時
ま
で
に
取
得
し
た
」
を
加
え
、「
適
格
分
割
等
の
直
前
」
を
「
直
前
」
に
、「
受
け
、
か
つ
、
当
該
交
付

を
受
け
た
金
銭
又
は
資
材
を
も
つ
て
取
得
し
た
も
の
で
当
該
」
を
「
受
け
た
場
合
に
お
け
る
そ
の
」
に
、「
そ
の
交
付

を
受
け
た
金
銭
の
額
又
は
資
材
の
価
額
」
を「
当
該
事
業
年
度
に
お
い
て
第
一
項
に
規
定
す
る
圧
縮
限
度
額
」に
、「
当

該
減
額
し
た
」
を
「
そ
の
減
額
し
た
」
に
改
め
、
同
条
第
六
項
中
「
つ
き
、」の
下
に
「
当
該
事
業
年
度
に
お
い
て
」

を
加
え
、「
当
該
減
額
し
た
」
を
「
そ
の
減
額
し
た
」
に
改
め
る
。

第
四
十
六
条
第
一
項
中
「
賦
課
し
」
を
「
賦
課
し
た
場
合
に
お
い
て
、
当
該
事
業
年
度
終
了
の
時
ま
で
に
取
得
又

は
改
良
を
し
た
そ
の
事
業
の
用
に
供
す
る
固
定
資
産
に
つ
き
」
に
、「（
以
下
こ
の
項
に
お
い
て
「
納
付
金
」と
い
う
。）

を
も
つ
て
そ
の
事
業
の
用
に
供
す
る
」
を
「
の
う
ち
そ
の
」
に
、「
又
は
改
良
を
し
た
場
合
に
お
い
て
、
そ
の
固
定
資

産
に
つ
き
、
そ
の
取
得
又
は
改
良
に
充
て
た
納
付
金
に
相
当
す
る
金
額
（
」
を
「
若
し
く
は
改
良
に
要
し
た
金
額
に

達
す
る
ま
で
の
金
額
（
そ
の
固
定
資
産
が
当
該
事
業
年
度
前
の
各
事
業
年
度
に
お
い
て
取
得
又
は
改
良
を
し
た
減
価

償
却
資
産
で
あ
る
場
合
に
は
、当
該
金
額
を
基
礎
と
し
て
政
令
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
計
算
し
た
金
額
。」に
改
め
、

同
条
に
次
の
一
項
を
加
え
る
。

４

第
一
項
の
規
定
の
適
用
を
受
け
た
固
定
資
産
の
取
得
価
額
そ
の
他
前
三
項
の
規
定
の
適
用
に
関
し
必
要
な
事
項

は
、
政
令
で
定
め
る
。

第
五
十
五
条
第
一
項
中
「
こ
の
項
及
び
次
項
」
を
「
こ
の
条
」
に
改
め
、
同
条
第
五
項
を
同
条
第
六
項
と
し
、
同

条
第
四
項
を
同
条
第
五
項
と
し
、
同
条
第
三
項
を
同
条
第
四
項
と
し
、
同
条
第
二
項
の
次
に
次
の
一
項
を
加
え
る
。

３

内
国
法
人
が
、
隠
蔽
仮
装
行
為
に
基
づ
き
確
定
申
告
書
（
そ
の
申
告
に
係
る
法
人
税
に
つ
い
て
の
調
査
が
あ
つ

た
こ
と
に
よ
り
当
該
法
人
税
に
つ
い
て
国
税
通
則
法
第
二
十
五
条
（
決
定
）
の
規
定
に
よ
る
決
定
が
あ
る
べ
き
こ

と
を
予
知
し
て
提
出
さ
れ
た
期
限
後
申
告
書
を
除
く
。
以
下
こ
の
項
に
お
い
て
同
じ
。）を
提
出
し
て
お
り
、
又
は

確
定
申
告
書
を
提
出
し
て
い
な
か
つ
た
場
合
に
は
、
こ
れ
ら
の
確
定
申
告
書
に
係
る
事
業
年
度
の
第
二
十
二
条
第

三
項
第
一
号
（
各
事
業
年
度
の
所
得
の
金
額
の
計
算
の
通
則
）
に
掲
げ
る
原
価
の
額
（
資
産
の
販
売
又
は
譲
渡
に

お
け
る
当
該
資
産
の
取
得
に
直
接
に
要
し
た
額
及
び
資
産
の
引
渡
し
を
要
す
る
役
務
の
提
供
に
お
け
る
当
該
資
産

の
取
得
に
直
接
に
要
し
た
額
と
し
て
政
令
で
定
め
る
額
を
除
く
。）、
同
項
第
二
号
に
掲
げ
る
費
用
の
額
及
び
同
項

第
三
号
に
掲
げ
る
損
失
の
額
（
そ
の
内
国
法
人
が
当
該
事
業
年
度
の
確
定
申
告
書
を
提
出
し
て
い
た
場
合
に
は
、

こ
れ
ら
の
額
の
う
ち
、
そ
の
提
出
し
た
当
該
確
定
申
告
書
に
記
載
し
た
第
七
十
四
条
第
一
項
第
一
号（
確
定
申
告
）

に
掲
げ
る
金
額
又
は
当
該
確
定
申
告
書
に
係
る
修
正
申
告
書
（
そ
の
申
告
に
係
る
法
人
税
に
つ
い
て
の
調
査
が
あ

つ
た
こ
と
に
よ
り
当
該
法
人
税
に
つ
い
て
更
正
が
あ
る
べ
き
こ
と
を
予
知
し
た
後
に
提
出
さ
れ
た
修
正
申
告
書
を

除
く
。）に
記
載
し
た
同
法
第
十
九
条
第
四
項
第
一
号
（
修
正
申
告
）
に
掲
げ
る
課
税
標
準
等
の
計
算
の
基
礎
と
さ

れ
て
い
た
金
額
を
除
く
。）は
、
そ
の
内
国
法
人
の
各
事
業
年
度
の
所
得
の
金
額
の
計
算
上
、
損
金
の
額
に
算
入
し

な
い
。
た
だ
し
、
次
に
掲
げ
る
場
合
に
該
当
す
る
当
該
原
価
の
額
、
費
用
の
額
又
は
損
失
の
額
に
つ
い
て
は
、
こ

の
限
り
で
な
い
。

一

次
に
掲
げ
る
も
の
に
よ
り
当
該
原
価
の
額
、
費
用
の
額
又
は
損
失
の
額
の
基
因
と
な
る
取
引
が
行
わ
れ
た
こ

と
及
び
こ
れ
ら
の
額
が
明
ら
か
で
あ
る
場
合
（
災
害
そ
の
他
や
む
を
得
な
い
事
情
に
よ
り
、
当
該
取
引
に
係
る

イ
に
掲
げ
る
帳
簿
書
類
の
保
存
を
す
る
こ
と
が
で
き
な
か
つ
た
こ
と
を
そ
の
内
国
法
人
に
お
い
て
証
明
し
た
場

合
を
含
む
。）

イ

そ
の
内
国
法
人
が
第
百
二
十
六
条
第
一
項
（
青
色
申
告
法
人
の
帳
簿
書
類
）
又
は
第
百
五
十
条
の
二
第
一

項
（
帳
簿
書
類
の
備
付
け
等
）
に
規
定
す
る
財
務
省
令
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
保
存
す
る
帳
簿
書
類

ロ

イ
に
掲
げ
る
も
の
の
ほ
か
、
そ
の
内
国
法
人
が
そ
の
納
税
地
そ
の
他
の
財
務
省
令
で
定
め
る
場
所
に
保
存

す
る
帳
簿
書
類
そ
の
他
の
物
件
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